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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
農村的土地利用と都市的土地利用が混在する過渡的な地域であるアーバン･フリンジでは,近年,農村
景観や自然環境を保全し,かつ,都市近接農村としての土地利用を活性化しようとする研究や施策が試み
られている｡一方,このような地域では新旧住民が混任し意識の多様化が予測される｡ 地域計画ではこの
ような住民意識をより具体的に把握しておくことが求められ,かつ,それを景観計画に近づけるためには
できるだけ視覚的に把握しておくことが望まれる｡
本論文は,都市的な開発が急激に進展した神戸市西区伊川谷地域を,アーバン･フリンジの事例として
とりあげ,新旧住民の地域景観に対する選好を空中写真認知法や景観シミュレーションによるデザイン評
価手法を用いて調査することによって,新旧住民による選好の差異性と共通性を検討するとともに,住民
の景観に対する視覚的評価を抽出して,地域景観の保全と開発に関する計画的提案を行ったものである｡
評価すべき主要な点は以下のとおりである｡
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1.国内外のアーバン･フリンジとその景観に関する文献資料を調査し,開発パターンの類型化を通して
調査対象地域の性格や開発パターンの特徴を確認するとともに,そのような地域での景観計画の重要性を
示した｡
2.住民の選好を言語的表現に加えてさらに視覚化されたものとして把握するため,アンケート調査を併
用しながら,第1段階として空中写真を用いて課題とする景観や地域を二次元的に認知させて特定し,そ
の景観を第2段階としてイメージスケッチや景観シミュレーション画像などによって三次元的,視覚的に
選好させることによって,景観の視覚的評価を抽出するという独自の方法の有効性を示した｡
3.新旧住民の景観に対する認知や視覚的評価の差異がこれまでの居住環境や社会的環境によるところが
大きいことが明らかにされた｡一方,景観保全や開発に対して意識が共通し,意義が共有される空間が抽
出された｡それは,例えば新旧両地区を貫通するグリーンウェイとしての河川や社会的中心としての鉄道
駅地区であり,文化的シンボルとしての歴史的空間であることが確認され,地域の景観計画で重要な役割
を果すことが示された｡
以上のように,本論文は景観変化の激しいアーバン･フリンジをとりあげ,住民による景観の視覚的評
価を明らかにし,それをもとに地域景観の保全と開発を検討したもので,環境デザイン学,景観計画論に
寄与するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年2月14日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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